








This study aims to explore the role of materiality on leadership. The number of leadership 
studies from the perspective of social constructionism出atconceive leadership as co-con-
structed reality and consider how lead巴rshipis constructed socially has been increasing. In 
those studies， the role of language has been focused on mainly using discourse analysis. 
Recently， on the other hand， leadership studies that focus on not only the role of language 
but also the role of materiality have been increasing. These studies can be positioned in the 
social constructionism but they argue about material objects additionally. They consider leader-
ship as a product of human and non-human and a socio-m抗告rialpractice. The role of 
materiality begins to be paid attention， however the number of studies is limited and direction 
of these studies have not been integrated yet. 
Therefore， this study wil review leadership studies that focus on materiality. Through the 
literature review， itwil be c1arified that those studies tries to reconsider ontology and episte-
mology of leadership somewhat differently from the existing social constructionists' leadership 
studies that mainly focus on the role of language. Finally， the direction for further research wil 
be discussed. 
[キーワード] Leadership (リー ダー シップ)， Materiality (物質性)， Social Constructionism (社
会構成主義)， Ontology (存在論)， Epistemology (認織論)















































(Hacking， 1999: 25，訳57)。また，既知となっている現実は， i現象が現実的なものであり，それ
















































している (Fairhurst& Uhl-Bien. 2012: 1047) 0 
ディスコース分析を用いた社会構成主義的リーダーシップ研究の例として.Koivunen (2007) 










































& Vachhani. 2013: 315)。これらの研究においては，リ}ダーシップが社会的に構成されるプロ
セスにおける身体，空間，技術など物質性を伴うアクターの役割が指摘されてきている (e.g.













































研究者 着目する物質性 研究内容 発見事実，
研究意義
Sinclair(2007) リー ダー の身体 リーダーシのッ身プ体にが及 語ー以外の要素にリー ダー 着目することの重要
ぽす影響の考察 性を指摘。
Bjorkeng et al. (2009) 物質的配置(事例 実践化(新しい行動 物質性の配置が
においては，建設現 パター ンの形成)に リー ダー の実践の
場) おける物質性の役 す変こ化とにを影指響摘を。及ぼ害リ
Ropo et al. (2013) 場所と空間 ダ場ー所シやッ空プ間のの代リ替ー物身リー体ダよーりもを広取範り巻なく， 
や補助物としての 物質性への言及。
役割
Fairhurst & Cooren (2009) 人間，非一人間から リー ダー シップを可 単独の人間アク
なるハイブリッドな 能にするハイブリッ ター のみでなく，

















































2. 2. 2 リーダーの実践と物質的配置































2. 2. 3 空間，場所への注目
























2. 2. 4 人間，非一人聞のハイブリッドとしてのリーダーシップ






































このように， Fairhurst & Cooren (2009)はマクロ・アクトという概念を援用することにより，
一人の人聞が発揮しているように見られてきたリーダーシップもその背後にはその行為を可能と
する異種混交のネットワークが存在し，そのネットワークを代表してリーダーシップは発揮され






Fairhurst & Cooren (2009)はリーダーシップを発揮する主体を人間と非一人聞が入り交じった
ネットワークであると捉えているといえよう。
























































れている (Meindl， 1995: 330-331)。したがって，フォロワーの認知に焦点を当てながら，リーダー
シップがどのように構成されているかが研究されてきた。加えて， リーダーシップの構成プロセ
スにおける，リーダーとフォロワーやフォロワーどうしの聞の言語的コミュニケーションに焦点









































































(Fairhurst & Cooren， 2009: 478)。一方で、，物質性に着目するリーダーシップ研究では，リーダー
シップは人間のパーソナリティや言動以外の物質的な要素もリーダーシップを構成する要素であ
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